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ダム現場の安全管理

1. ダム工事のプレキャスト化の促進

2. ダム工事のＩＣＴ化の現状と課題

ダム工事総括管理技術者会 



ダム工事のプレキャスト化の促進

1. プレキャスト化の現状

2. 今後のあり方

3. プレキャスト化施工事例集

ダム工事総括管理技術者会 



１．プレキャスト化の現状

ダム工事総括管理技術者会 

① 発注者別採用率

② プレキャスト部材の導入箇所 

③ プレキャスト部材採用の経緯 

④ 導入に関するコスト比較 

⑤ プレキャスト部材採用の効果 



ダム工事総括管理技術者会 
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②プレキャスト部材の導入箇所 
ダム工事総括管理技術者会 
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③プレキャスト部材採用の経緯

ダム工事総括管理技術者会 
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④導入に関するコスト比較 
ダム工事総括管理技術者会 
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⑤プレキャスト部材採用の効果 
ダム工事総括管理技術者会 
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⑤プレキャスト部材採用のメリット  
ダム工事総括管理技術者会 

採用の具体的効果
天端張出
・高欄

ピア・
洪水吐き

常用洪水吐き
頂部

ゲート操作室
スラブ

取水棟
頂部の床版

監査廊
（水平部）

監査廊
（傾斜部）

エレベータ
シャフト

堤体内から作業可能、高所作業の減少 ○ ○ ○ ○

鉄筋・型枠・支保工等の
                作業が省略、低減

○ ○ ○ ○ ○

外部足場の設置撤去が不要 ○ ○ ○ ○ ○

作業時間の短縮、
   危険作業に要する時間が少ない

○ ○ ○ ○ ○ ○

開口部を短時間で解消 ○

ゲートメーカとの混在作業低減 ○

監査廊内空断面の早期利用 ○ ○

狭隘箇所での作業が低減 ○ ○ ○ ○

開口部養生 ○

打設時の障害が少ない ○ ○



２．プレキャスト化の今後のあり方

ダム工事総括管理技術者会 

① プレキャスト部材の採用 

② プレキャスト化の評価 

③ 規格の統一 

④ 今後プレキャスト化を進めるべき部位 



①プレキャスト部材の採用

ダム工事総括管理技術者会 

• ダム構造物の標準仕様として採用を一般化

• プレキャスト部材を使用を前提とした設計・計画

＜ダムの合理化設計施工の作業部会＞

指針やガイドラインなどの検討

採用率の低い地方自治体発注の
小規模なダムでの採用を拡大

発注者、設計者、ダム技術センター、
土木研究所、施工者



②プレキャスト化の評価

ダム工事総括管理技術者会 

「建設費の縮減」は最大の課題である。

「トータルコストの縮減」の観点から

費用対効果で評価

様々な面からその貢献度を定量化

安全性の確保、生産性の向上、省力化、
作業環境の改善、品質の向上、
工期の短縮など



③規格の統一

ダム工事総括管理技術者会 

• ダム工事は対象構造物が大型であること、

• 立地環境などの条件により設計が大きく左右さ
れること

• 単品生産であること

＜規格の統一＞
• 構造物各部を単純化

• 各部の寸法および規格を標準化

プレキャスト部材採用上の障害の除去



④今後プレキャスト化を進めるべき部位

ダム工事総括管理技術者会 
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３．プレキャスト化施工事例集

ダム工事総括管理技術者会 

『ダム工事のプレキャスト化施工事例集 』
1.非越流部の天端張出部・高欄
2.ピア・洪水吐きの張出部
3.常用洪水吐き頂部
4.ゲート操作室スラブ
5.取水塔頂部の床版
6.監査廊（水平部）
7.監査廊（傾斜部）
8.エレベータシャフト
9.その他

95事例掲載，データＣＤ付



1. 非越流部の天端張出部・高欄

ダム工事総括管理技術者会 

＜綾里川ダム＞  
所在地 岩手県 
事業者 岩手県 
施工者 フジタ・高弥建設 
型式 重力式コンクリートダム
堤高 43.0 m
堤頂長 154.0 m
堤体積 70,200 m3

高欄（一般部） 立面図
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1. 非越流部の天端張出部・高欄

ダム工事総括管理技術者会 

①吊具に関する工夫点

②設置精度を高めるための工夫点

③プレキャストとコンクリートを一体化さ
せるための工夫点

④仮置、据付時における安全対策

⑤その他工夫点

＜施工上の工夫＞



2. ピア・洪水吐きの張出部

ダム工事総括管理技術者会 

＜忠別ダム＞ 
所在地 北海道 
事業者 北海道開発局 
施工者 大成・岩田地崎・竹中土木
型式 コンクリート・フィル複合ダム
堤高 86.0 m
堤頂長 885.0 m
堤体積 9,444,000m3



3. 常用洪水吐き頂部

ダム工事総括管理技術者会 

＜滝沢ダム＞
所在地 埼玉県 
事業者 水資源機構 
施工者 鹿島・熊谷・錢高
型式 重力式コンクリートダム
堤高 132.0 m
堤頂長 424.0 m
堤体積 1,670,000m3



4. ゲート操作室スラブ

ダム工事総括管理技術者会 

＜長島ダム＞
所在地 静岡県 
事業者 中部地方整備局
施工者 前田・清水・竹中土木
型式 重力式コンクリートダム
堤高 109.0 m
堤頂長 308.0 m
堤体積 861,000 m3



5. 取水塔頂部の床版

ダム工事総括管理技術者会 

＜福富ダム＞
所在地 広島県 
事業者 広島県 
施工者 大成・アイサワ・錦建設
型式 重力式コンクリートダム
堤高 58.0 m
堤頂長 292.0 m
堤体積 210,000 m3



6. 監査廊（水平部）

ダム工事総括管理技術者会 

＜長井ダム＞
所在地 山形県 
事業者 国土交通省 
施工者 間・前田・奥村
型式 重力式コンクリートダム
堤高 125.5 m
堤頂長 381.0 m
堤体積 1,200,000m3



7. 監査廊（傾斜部）

ダム工事総括管理技術者会 

＜鷹生ダム＞
所在地 岩手県 
事業者 岩手県 
施工者 清水・熊谷・佐賀組
型式 重力式コンクリートダム
堤高 77.0 m
堤頂長 322.0 m
堤体積 328,000 m3



8. エレベータシャフト

ダム工事総括管理技術者会 

＜木戸ダム＞
所在地 福島県 
事業者 福島県 
施工者 前田・日産・田中
型式 重力式コンクリートダム
堤高 93.5 m
堤頂長 350.0 m
堤体積 501,000 m3
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9. その他（監査廊型枠）

ダム工事総括管理技術者会 

＜綱木川ダム＞
所在地 山形県
事業者 山形県
施工者 前田・日本国土開発
型式 中央遮水型ロックフィルダム
堤高 76.0 m
堤頂長 367.5 m
堤体積 2,150,000m3



ダム工事総括管理技術者会 

ダム工事のプレキャスト化施工事例集

調査/(財)日本ダム協会

編集/ダム工事総括管理技術者会

監修/(財)ダム技術センター

発行/(財)日本ダム協会

Ａ４判140ページ（CD-ROM付）

発行部数 限定1000部

定価2,000円(消費税・送料込み）



ダム工事のＩＣＴ化の現状と課題

1. 活動の背景

2. 現状の調査

3. 現状の課題

ダム工事総括管理技術者会 



ダム工事総括管理技術者会 

・ 国土交通省では、建設施工分野におけるイノベーションを実現
するＩＣＴ（情報通信技術）を活用した新しい施工方法である情報
化施工の普及に向けて積極的に取組んでいる。

・ ＣＭＥＤ会常任幹事会では、ＩＣＴを活用した施工方法をダ
ム工事に普及させ、より一層の安全性向上や工期短縮、品質
向上、さらには現場のイメージ改革を図る必要があると考え取組
んでいる。

１．活動の背景



ダム工事総括管理技術者会 



ダム工事総括管理技術者会 

【ICT化の現状調査】
・現状を把握するため、CMED会常任幹事会社へＩＣＴ化アン
ケート調査を行った。

【調査内容】
・ICT技術の実績および利用技術と目的、効果等の調査
 ・安全に寄与するICTや関連技術に関する意見
 ・ICT技術を普及させるための課題への意見
 ・今後工事の安全性を向上させるための自由意見

２．現状の調査



（1）調査結果の取り纏め
ダム工事総括管理技術者会 

発注者 工事名 技術概要
計測測

量
省人化
省力化

無人化

マシン
コント
ロール
技術

マシン
ガイダ
ンス技
術

トータル
ステー
ション技
術

GPS利
用技術

無人化
施工技
術

自動化
施工技
術

その他（記述してくださ
い）

安全性
の向上

工期短
縮

品質向
上

コスト削
減

その他（記述してくだ
さい）

1 1 東海農政局 斎宮調整池建設工事 法面変動観測システム ○ ○ ○

2 2 九州地方整備局 嘉瀬川ダム本体建設工事 RCDｺﾝｸﾘｰﾄ打設時の転圧回数確認のIT施工 ○ ○

3 3 九州地方整備局 嘉瀬川ダム本体建設工事 基礎掘削時の出来形確認 ○ ○ ○ 省人化

4 4 中国地方整備局 志津見ダム建設工事 コンクリートダム ○ ○
供給システム（トランス

ファーカ)
○

5 5 九州地方整備局 水無川4号砂防えん堤工事
GPSおよび3次元CADデータを利用した3次元マ
シンコントロールによる無人化施工

○ ○ ○ ○ ○
仕様書要求事項

（警戒区域内の無人
化施工）

6 6 九州地方整備局 水無川4号砂防えん堤工事
地上型スキャン式レーザー測距儀を利用した測
量

○ ○ レーザースキャン ○ ○
仕様書要求事項

（無人測量システム
による着工前測量）

7 1 東北地方整備局
森吉山ダム本体建設第１
工事（第１期）

ロックフィルダムにおける堤体盛土の品質管理
に振動ローラによる施工の新しい品質管理手法
と３次元情報を利用したデータ管理を試験適用

○ ○ ○
３次元情報とαシステム
（振動ローラ加速度応答
法）による情報化施工

○ ○

8 2 近畿地方整備局 一日市地区他築堤工事
築堤盛土施工にGPSによる締固め管理システム
及び、道路路床盛土仕上り面検査にαシステム
による品質管理を実施

○ ○ ○
αシステム（振動ローラ
加速度応答法）による面

的な品質管理
○ ○ ○

9 3
宮城県土地開発
公社

仙台北部中核都市奥田地
区工業団地整地工事

大規模造成工事における３次元データを用いた
土工事施工支援システムを適用

○ ○ ○
３次元データを用いた土
工事施工支援システム

○ ○ ○

10 4 静岡県 搗の木川調整池工事 ダンプトラック運行管理システム ○ 〇
GPSと無線LAN機能をも
つPDA利用による運行

管理
〇 〇

11 大本組 1 九州地方整備局 おしが谷砂防えん堤工事
砂防えん堤の無人化施工、ＲＣＣの敷き均し、転
圧のＩＴ施工、ＴＳ・ＧＰＳを使用した無人測量、無
人３ＤＢＨシステムによる切土管理

○ ○ - ○ ○ ○ ○ - - ○ - ○ - -
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		番号 バンゴウ		会社名 カイシャメイ		番号 バンゴウ		項目 コウモク						区分 クブン						技術項目（利用しているものに○：複数選択可） ギジュツコウモクリヨウフクスウセンタクカ														関連項目（寄与するものに○：複数選択可） カンレンコウモクキヨフクスウセンタクカ

								発注者 ハッチュウシャ		工事名 コウジメイ		技術概要 ギジュツガイヨウ		計測測量
 ケイソクソクリョウ		省人化
省力化 ショウジンカショウリョクカ		無人化 ムジンカ		マシンコントロール技術 ギジュツ		マシンガイダンス技術 ギジュツ		トータルステーション技術 ギジュツ		GPS利用技術 リヨウギジュツ		無人化施工技術 ムジンカセコウギジュツ		自動化施工技術 ジドウカセコウギジュツ		その他（記述してください） タキジュツ		安全性の向上 アンゼンセイコウジョウ		工期短縮 コウキタンシュク		品質向上 ヒンシツコウジョウ		コスト削減 サクゲン		その他（記述してください） タキジュツ

		1		青木あすなろ アオキ		1		東海農政局 トウカイノウセイキョク		斎宮調整池建設工事 サイグウチョウセイイケケンセツコウジ		法面変動観測システム ノリメンヘンドウカンソク		○										○										○

		2				2		九州地方整備局 キュウシュウチホウセイビキョク		嘉瀬川ダム本体建設工事 カセカワホンタイケンセツコウジ		RCDｺﾝｸﾘｰﾄ打設時の転圧回数確認のIT施工 ダセツジテンアツカイスウカクニンセコウ														○												○

		3				3		九州地方整備局 キュウシュウチホウセイビキョク		嘉瀬川ダム本体建設工事 カセカワホンタイケンセツコウジ		基礎掘削時の出来形確認 キソクッサクジデキカタカクニン		○												○														○		省人化 ショウニンカ

		4				4		中国地方整備局 チュウゴクチホウセイビキョク		志津見ダム建設工事 シツミケンセツコウジ		コンクリートダム				○														○		供給システム（トランスファーカ) キョウキュウ								○

		5				5		九州地方整備局 キュウシュウチホウセイビキョク		水無川4号砂防えん堤工事		GPSおよび3次元CADデータを利用した3次元マシンコントロールによる無人化施工						○		○						○		○						○								仕様書要求事項
（警戒区域内の無人化施工） シヨウショヨウキュウジコウケイカイクイキナイムジンカセコウ

		6				6		九州地方整備局 キュウシュウチホウセイビキョク		水無川4号砂防えん堤工事		地上型スキャン式レーザー測距儀を利用した測量		○												○						レーザースキャン		○		○						仕様書要求事項
（無人測量システムによる着工前測量） シヨウショヨウキュウジコウムジンソクリョウチャッコウマエソクリョウ

		7		大林 オオバヤシ		1		東北地方整備局 トウホクチホウセイビキョク		森吉山ダム本体建設第１工事（第１期）		ロックフィルダムにおける堤体盛土の品質管理に振動ローラによる施工の新しい品質管理手法と３次元情報を利用したデータ管理を試験適用 テイタイモリドヒンシツカンリシンドウセコウアタラヒンシツカンリシュホウジゲンジョウホウリヨウカンリシケンテキヨウ				○						○				○						３次元情報とαシステム（振動ローラ加速度応答法）による情報化施工 ジゲンジョウホウシンドウカソクドオウトウホウジョウホウカセコウ		○				○

		8				2		近畿地方整備局 キンキチホウセイビキョク		一日市地区他築堤工事 ツイタチイチチクホカチクテイコウジ		築堤盛土施工にGPSによる締固め管理システム及び、道路路床盛土仕上り面検査にαシステムによる品質管理を実施 チクテイモリドセコウシメカタカンリオヨドウロロショウモリドシアガメンケンサヒンシツカンリジッシ				○						○				○						αシステム（振動ローラ加速度応答法）による面的な品質管理 シンドウカソクドオウトウホウメンテキヒンシツカンリ		○		○		○

		9				3		宮城県土地開発公社 ミヤギケントチカイハツコウシャ		仙台北部中核都市奥田地区工業団地整地工事 センダイホクブチュウカクトシオクダチクコウギョウダンチセイチコウジ		大規模造成工事における３次元データを用いた土工事施工支援システムを適用 ダイキボゾウセイコウジジゲンモチドコウジセコウシエンテキヨウ				○						○				○						３次元データを用いた土工事施工支援システム ジゲンモチドコウジセコウシエン		○		○		○

		10				4		静岡県 シズオカケン		搗の木川調整池工事 ツキカワチョウセイチコウジ		ダンプトラック運行管理システム ウンコウカンリ				○										〇						GPSと無線LAN機能をもつPDA利用による運行管理 ムセンキノウリヨウウンコウカンリ		〇				〇

		11		大本組 オオモトグミ		1		九州地方整備局 キュウシュウチホウセイビキョク		おしが谷砂防えん堤工事 タニサボウテイコウジ		砂防えん堤の無人化施工、ＲＣＣの敷き均し、転圧のＩＴ施工、ＴＳ・ＧＰＳを使用した無人測量、無人３ＤＢＨシステムによる切土管理 サボウテイムジンカセコウシナラシヨウムジンソクリョウムジンキドカンリ		○		○				-		○		○		○		○		-		-		○		-		○		-		-

		12		鹿島 カシマ		1		北海道電力㈱ ホッカイドウデンリョク		京極発電所新設土木本工事（第１工区） キョウゴクハツデンショシンセツドボクホンコウジダイコウク		ｱｽﾌｧﾙﾄﾌｪｰｼﾝｸﾞﾀﾞﾑにおける敷き均し、転圧のIT施工 シナラテンアツセコウ				○				○				○		○								○		○		○

		13				2		北海道 ホッカイドウ		当別ダム建設事業本体工工事 トウベツケンセツジギョウホンタイコウコウジ		CSGダムにおける敷き均し、転圧のIT施工 シナラテンアツセコウ				○						○				○												○		○

		14				3		東北地方整備局 トウホクチホウセイビキョク		胆沢ダム堤体盛立工事 イサワテイタイモリタテコウジ		フィルダム盛立における敷き均し、転圧のＩＴ施工 モタシナラテンアツセコウ				○				○		○				○						ICﾀｸﾞを利用した作業員接近警報 リヨウサギョウインセッキンケイホウ		○		○		○

		15				4		関東地方整備局 カントウチホウセイビキョク		湯西川ダム本体建設工事 ユニシガワホンタイケンセツコウジ		RCD工法における層厚および転圧のIT施工 コウホウソウアツテンアツセコウ				○						○				○												○

		16				5		中国地方整備局 チュウゴクチホウセイビキョク		殿ダム建設工事 トノケンセツコウジ		フィルダム昼夜盛立における敷き均し、転圧のIT施工 チュウヤモタシナラテンアツセコウ				○				○						○						重ﾀﾞﾝﾌﾟ運行管理ｼｽﾃﾑ ジュウウンコウカンリ		○		○		○

		17				6		九州地方整備局 キュウシュウチホウセイビキョク		嘉瀬川ダム本体建設工事 カセガワホンタイケンセツコウジ		RCD工法における層厚および転圧のIT施工 コウホウソウアツテンアツセコウ				○						○				○												○

		18		熊谷組 クマガイグミ		1		近畿整備局 キンキセイビキョク		大滝ダム オオタキ		ｹｰﾌﾞﾙクレーンの自動運転による堤体コンクリート打設 ジドウウンテンテイタイダセツ				○														○				○						○

		19				2		水資源開発機構 ミズシゲンカイハツキコウ		徳山ダム トクヤマ		フィルダム盛立における敷き均し、転圧のＩＴ施工 モタシナラテンアツセコウ				○										○								○		○		○

		20				3		九州整備局 キュウシュウセイビキョク		赤松谷川床固工 アカマツダニカワトコカタコウ		RCCダムにおける掘削～RCC打設の無人化施工 クッサクダセツムジンカセコウ						○						○		○		○		○				○

		21				4		水資源開発機構 ミズシゲンカイハツキコウ		大山ダム オオヤマ		ICタグによる骨材運搬ダンプの運行管理 コツザイウンパンウンコウカンリ				○														○				○

		22				5		東北整備局 トウホクセイビキョク		胆沢（原石山） イサワゲンセキヤマ		GPSシステムによる、地山法面安定監視 ジヤマノリメンアンテイカンシ		○												○				○				○

		23		鴻池組 コウノイケグ		1		広島県 ヒロシマケン		仁賀ダム本体工事 ニカホンタイコウジ		Webカメラによる現場管理 ゲンバカンリ		○																		インターネットアプリケーション技術 ギジュツ		○				○

		24				2		広島県 ヒロシマケン		仁賀ダム本体工事 ニカホンタイコウジ		濁水処理装置自動化 ダクスイショリソウチジドウカ		○																○										○

		25				3		広島県 ヒロシマケン		仁賀ダム本体工事 ニカホンタイコウジ		コンクリートバケット自動油圧供給及び無線による開放 ジドウユアツキョウキュウオヨムセンカイホウ				○				○														○						○

		26				4		広島県 ヒロシマケン		仁賀ダム本体工事 ニカホンタイコウジ		ベッセルダンプからバケットへのコンクリートの投入を無人化（誘導員や着床補助無し） トウニュウムジンカユウドウインチャクショウホジョナ						○										○						○

		27		清水建設 シミズケンセツ		1		北陸農政局 ホクリクノウセイキョク		外山ダム建設工事 トヤマケンセツコウジ		工事車両管理システム コウジシャリョウカンリ				○										○								○				○

		28				2		北陸農政局 ホクリクノウセイキョク		外山ダム建設工事 トヤマケンセツコウジ		コンクリート情報共有システム ジョウホウキョウユウ																				情報ネットワーク ジョウホウ						○

		29				3		沖縄県 オキナワケン		儀間ダム建設工事 ギマケンセツコウジ		フィルダム盛立における敷き均し、転圧のＩＴ施工 モタシナラテンアツセコウ				○						○				○								○				○

		30				4		沖縄県 オキナワケン		儀間ダム建設工事 ギマケンセツコウジ		盛土材運行管理システム モリドザイウンコウカンリ				○										○								○				○

		31				5		沖縄県 オキナワケン		儀間ダム建設工事 ギマケンセツコウジ		出来形管理システム デキガタカンリ														○														○

		32		大成建設 タイセイケンセツ		1		北海道開発局 ホッカイドウカイハツキョク		夕張シューパロダム堤体建設 ユウバリツツミタイケンセツ		3D-CADを用いた、堤体コンクリート数量算出システム モチツツミタイスウリョウサンシュツ																				○
（三次元CADの利用） サンジゲンリヨウ										数量算出作業の省力 スウリョウサンシュツサギョウショウリョク

		33				2		北海道開発局 ホッカイドウカイハツキョク		夕張シューパロダム堤体建設 ユウバリツツミタイケンセツ		RCD工法における排土板自動制御機能付ブルドーザの利用 コウホウハイツチバンジドウセイギョキノウツキリヨウ										○														○		○		○

		34				3		北海道開発局 ホッカイドウカイハツキョク		夕張シューパロダム堤体建設 ユウバリツツミタイケンセツ		RFIDを利用した骨材運搬管理システム リヨウコツザイウンパンカンリ																				○
（RFID利用した施工管理） リヨウセコウカンリ				○				○

		35		竹中土木 タケナカドボク		1		大阪府 オオサカフ		槇尾川ダム建設工事 マキオカワケンセツコウジ		掘削時の法面動態観測 クッサクジノリメンドウタイカンソク		○												○								○

		36				2		大阪府 オオサカフ		槇尾川ダム建設工事 マキオカワケンセツコウジ		地すべり自動観測 ジジドウカンソク		○																		自動管理 ジドウカンリ		○

		37				3		大阪府 オオサカフ		槇尾川ダム建設工事 マキオカワケンセツコウジ		局所気象情報 キョクショキショウジョウホウ		○																		複数情報の分析・統合 フクスウジョウホウブンセキトウゴウ		○		○		○

		38				4		大阪府 オオサカフ		槇尾川ダム建設工事 マキオカワケンセツコウジ		自動濁水流出防止装置 ジドウダクスイリュウシュツボウシソウチ																		○												環境負荷低減 カンキョウフカテイゲン

		39		戸田建設 トダケンセツ		1		佐賀県 サガケン		井手口川ダム イデグチカワ		ノンプリズムトータルステーションと3D-CADを連動した着岩部コンクリート数量算出 レンドウチャクイワブスウリョウサンシュツ												○						○								○		○

		40		飛島建設 トビシマケンセツ		1		石川県 イシカワケン		辰巳ダム本体建設工事 タツミホンタイケンセツコウジ		ICタグを利用した骨材混入防止システムの採用 リヨウコツザイコンニュウボウシサイヨウ				○												○		○				○				○

		41		西松 ニシマツ		1		国土交通省
東北地方整備局 コクドコウツウショウトウホクチホウセイビキョク		胆沢ダム洪水吐き打設工事 イコダセツコウジ		コンクリート運搬用ダンプトラックの運行管理システム ウンパンヨウウンコウカンリ				○										○								○				○				能力確保 ノウリョクカクホ

		42				2		国土交通省
九州地方整備局 コクドコウツウショウキュウシュウチホウセイビキョク		嘉瀬川ダムコンクリート
骨材製造（三期）工事 カセガワコツザイセイゾウ３キコウジ		原石山法面変状に対する
自動変位計測 ゲンセキヤマノリメンヘンジョウタイジドウヘンイケイソク		○										○						○				○

		43				3		国土交通省
九州地方整備局 コクドコウツウショウキュウシュウチホウセイビキョク		嘉瀬川ダム
副ダム建設工事 カセガワフクケンセツコウジ		ＣＳＧ品質管理システム ヒンシツカンリ												○														○

		44				4		国土交通省
九州地方整備局 コクドコウツウショウキュウシュウチホウセイビキョク		嘉瀬川ダム
副ダム建設工事 カセガワフクケンセツコウジ		ＣＳＧ一般部の転圧管理システム イッパンブテンアツカンリ				○						○				○								○				○

		45				5		大分県 オオイタケン		障害　久木野尾ダム建設工事 ショウガイクギノオケンセツコウジ		測量 ソクリョウ														○														○

		46				6		大分県 オオイタケン		障害　久木野尾ダム建設工事 ショウガイクギノオケンセツコウジ		堤体観測計器の自動計測 テイタイカンソクケイキジドウケイソク		○																○				○						○

		47		日本国土 ニホンコクド		1		北陸地方整備局 ホクリクチホウセイビキョク		日本海沿岸東北自動車道山元トンネル工事 ニホンカイエンガントウホクジドウシャドウヤマモトコウジ		自動追尾形トータルステーションによる地表変位自動計測 ジドウツイビガタチヒョウヘンイジドウケイソク		○										○						○				○								地表面変状の早期把握 チヒョウメンヘンジョウソウキハアク

		48		ハザマ		1		東北地方整備局 トウホクチホウセイビキョク		津軽ダム建設工事 ツガルケンセツコウジ		切土法面挙動計測 キリツチノリメンキョドウケイソク		○												○								○

		49										環境保全GISマップ カンキョウホゼン																				GISを用いた希少種の位置情報 モチキショウシュイチジョウホウ										環境保全 カンキョウホゼン

		50				2		東北地方整備局 トウホクチホウセイビキョク		長井ダム建設工事 ナガイケンセツコウジ		セメント改良土盛立における転圧管理のIT施工 カイリョウドモリタテンアツカンリセコウ														○								○				○

		51										堤外仮排水路閉塞工施工時における高度情報通信技術実証試験（Uメットの適用） テイガイカリハイスイロヘイソクコウセコウジコウドジョウホウツウシンギジュツジッショウシケンテキヨウ																				高度情報通信技術		○				○

		52				3		新潟県 ニイガタケン		広神ダム ヒロガミ		切土法面挙動計測 キリツチノリメンキョドウケイソク		○										○										○

		53				4		東海農政局 トウカイノウセイキョク		斎宮調整池 サイグウチョウセイイケ		切土法面挙動計測 キリツチノリメンキョドウケイソク		○												○								○

		54		フジタ		1		山形県 ヤマガタケン		留山川ダム トメヤマカワ		濁水処理プラント水質計測システム ダクスイショリスイシツケイソク		○																				○				○

		55				2		〃		〃		統合環境計測システム
（簡易気象観測、Webカメラ監視、緊急地震速報） トウゴウカンキョウケイソクカンイキショウカンソクカンシキンキュウジシンソクホウ		○																				○

		56				3		〃		〃		コンクリート品質管理システム ヒンシツカンリ																										○

		57				4		宮城県
東松島市		河南地区衛生処理センター解体工事 カナンチクエイセイショリカイタイコウジ		統合環境計測システム
（ﾀﾞﾞｲｵｷｼﾝ計測） ケイソク		○																				○								近隣住民、作業員の安全管理 キンリンジュウミンサギョウインアンゼンカンリ

		58				5		国土交通省
九州地方整備局		赤松谷川２号床固工工事 アカマツタニガワゴウユカカタムコウコウジ		落石検知通報システム ラクセキケンチツウホウ		○														○						○

		59				6		〃		〃		無人測量システム ムジンソクリョウ		○						○				○		○		○				無線LAN ムセン		○				○

		60				7		〃		〃		バックホウ・ブルドーザ
マシンガイダンスシステム						○				○				○		○				無線LAN ムセン		○				○

		61				8		〃		〃		振動ローラー締固管理
システム シンドウシカタカンリ				○				○				○				○				無線LAN ムセン

		62				9		愛媛県 エヒメケン		刈谷シールド カリタニ		シールド工事
遠隔測量システム コウジエンカクソクリョウ		○						○				○								無線LAN ムセン						○

		63				10		京都府 キョウトフ		大手筋シールド オオテスジ		シールド機テールクリアランス
計測システム キケイソク		○																		画像処理
技術 ガゾウショリギジュツ						○

		64		前田建設 マエダケンセツ		1		東京電力（株） トウキョウデンリョクカブ		神流川発電所新設工事（１期）のうち土木工事（上部ダム工区） カンナガワハツデンショシンセツコウジキドボクコウジジョウブコウク		GPSによる転圧回数管理，振動ローラ加速度応答を用いた締固め管理 テンアツカイスウカンリシンドウカソクドオウトウモチシメカタカンリ				○										○						加速度応答により盛土締固め管理技術 カソクドオウトウモリドシメカタカンリギジュツ						○

		65				2		関西空港用地造成(株)		関西国際空港２期用地造成工事		GPSによる転圧回数管理，振動ローラ加速度応答を用いた締固め管理 テンアツカイスウカンリシンドウカソクドオウトウモチシメカタカンリ				○										○						加速度応答により盛土締固め管理技術 カソクドオウトウモリドシメカタカンリギジュツ						○

		66				3		中国電力（株） チュウゴクデンリョクカブ		島根原子力発電所３号機敷地造成工事		GPSによる転圧回数管理，振動ローラ加速度応答を用いた締固め管理 テンアツカイスウカンリシンドウカソクドオウトウモチシメカタカンリ				○										○						加速度応答により盛土締固め管理技術 カソクドオウトウモリドシメカタカンリギジュツ						○

		67				4		国交省近畿地方整備局 コッコウショウキンキチホウセイビキョク		和田山八鹿道路上谷トンネル		GPSによる転圧回数管理，振動ローラ加速度応答を用いた締固め管理 テンアツカイスウカンリシンドウカソクドオウトウモチシメカタカンリ				○										○						加速度応答により盛土締固め管理技術 カソクドオウトウモリドシメカタカンリギジュツ						○

		68				5		国交省近畿地方整備局 コッコウショウキンキチホウセイビキョク		永平寺大野道路大月地区改良工事		GPSによる転圧回数管理，振動ローラ加速度応答を用いた締固め管理 テンアツカイスウカンリシンドウカソクドオウトウモチシメカタカンリ				○										○						加速度応答により盛土締固め管理技術 カソクドオウトウモリドシメカタカンリギジュツ						○

		69				6		関西空港用地造成(株)		関西国際空港２期用地造成工事		GPSによるブルドーザ敷均し管理 シナラカンリ				○						○				○						敷均し厚管理
技術 シキナラアツカンリギジュツ		○				○

		70				7		国交省近畿地方整備局 コッコウショウキンキチホウセイビキョク		和田山八鹿道路上谷トンネル		GPSによるブルドーザ敷均し管理 シナラカンリ				○						○				○						敷均し厚管理
技術 シキナラアツカンリギジュツ		○				○

		71				8				技術審査証明受審時試験施工 ギジュツシンサショウメイウケシンドキシケンセコウ		無人化土工システム ムジンカドコウ				○										○		○				映像装置を併用したバックホウ等の無線遠隔操縦 エイゾウソウチヘイヨウトウムセンエンカクソウジュウ		○

		72				9		九州農政局 キュウシュウノウセイキョク		切原ダム建設工事 キリハラケンセツコウジ		バンカー線の自動化システム センジドウカ				○														○				○								省人化 ショウジンカ

		73		三井住友 ミツイスミトモ		1		青森県上北地域県民局地域農林水産部 アオモリケンカミキタチイキケンミンキョクチイキノウリンスイサンブ		指久保ダム建設工事 サクボケンセツコウジ		フィルダム盛立におけるＧＰＳ管理システムを用いた転圧のＩＴ施工 モタカンリモチテンアツセコウ				○				○						○												○

		74				2		〃		〃		フィルダム盛立における品質管理における透水試験の自動化 モリタテヒンシツカンリトオスイシケンジドウカ				○														○								○
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ICTの利用技術（重複回答）

9件

14件

12件

40件

10件

14件
マシンコントロール技術

マシンガイダンス技術

トータルステーション利用技術

GPS利用技術

無人化施工技術

自動化施工技術

（２）調査結果（利用技術）

ダム工事総括管理技術者会 

ICT技術の実績・・・・75事例



（３）調査結果（寄与項目）

ダム工事総括管理技術者会 

ICT技術の実績・・・・75事例

ICT技術の寄与項目（重複回答）

46件

10件

42件

12件

安全性の向上

工期短縮

品質の向上

コスト縮減



（４）調査結果（安全性向上に着目）

ダム工事総括管理技術者会 

青木あすなろ建設㈱ ㈱大林組 ㈱大本組

農政斎宮池作業所、嘉瀬川ダム作業所、志津見ダム作業所、大阪本店土木見積部 生産技術本部 ダム技術部 JV胆沢ダム作業所

福田　純也、吉田　光博、松木　健、餅田　庄一 坂詰 俊介 日下　敏臣

001 ICT技術を採用した現場はあるか はい はい はい

002
安全性に寄与している内容を具
体的に記入

・法面変動自動観測を行っている。アンカー工施工箇所の荷重計・ひずみ計・傾斜計・雨量
計・温度計のデータを電話回線で送信し、サーバー内ソフトにて解析を行っている。解析
データはインターネット上にアップされ事務内で確認される。台風などの際に現場に行かず
データを見る事ができる。
・作業員によるヒューマンエラーの防止など
・ダム工事以外の例として以下に　「水無川4号砂防えん堤工事」について。
　1）GPSおよび3次元CADデータを利用した3次元マシンコントロールによる無人化施工。
　→無人化（管理室からの遠隔操作）により重機オペレータの作業環境が改善される。
　→3次元コントロールにより、丁張設置が不要となり、重機との接触災害が防げる。
　2）地上型スキャン式レーザー測距儀を利用した測量。
　→測量員が測量のために現地に入る必要が無い（ポールやターゲットを使用しない）の
で、急峻な地形や転石の多い場所での測量において安全性が向上する。

・盛土の品質管理において、従来技術から新技術に計測方法が替わるか、従来技術の測
定頻度が低減できれば、現場計測における人的作業が減少し、安全性が格段に向上す
る。
・GPS搭載ブルドーザーを導入することで、従来必要だった現場での人力作業（丁張設置）
を省力化することで、人と重機の接触事故のリスクを回避できる。
・ダンプトラック運行管理システムに注意喚起システムを搭載している。ＧＰＳ機能を利用し、
運行ルート上の注意ポイントに差し掛かると、音声で注意喚起するシステムである。

・雲仙普賢岳の噴火災害に起因した一連の工事であり、危険区域での工事の安全を確保
するため無人工法を前提としている。
・重機土工に関する無人化技術は、ほぼ完成されており、現在は具体的な施工管理、品質
管理の方面に技術開発の重点が置かれている。
・今回の質問に対して正しい回答になっていないが、工事の性質自体が”IT技術を活用した
安全確保”の意味合いを持っている。

003 ICT技術の導入検討を行っているか

004

現場の安全性向上を図るため、
今後開発や改良すべき情報化施
工や自動化、無人化技術につい
ての自由意見

・トンネル・推進・シールドなどの地下作業において、GPSなどの位置観測システムを利用し
た方向管理システム及び、地上変動観測システム。特に推進など狭い空間での測量作業
が軽減され、また予期せぬ地上変動を瞬時に計測し警報を発してくれる。
・当現場は、タワークレーンを使用してのコンクリート打設であった。その中で以下の点につ
いて、今後の改良すべき点を考えている。①クレーンの旋回範囲外での供給システム・・・
減勢工に打設設備を仮設したが基本的に手動操作であった。そのため操作にあたる作業
員が仮設備作業台でのコンクリートバケットからの放出や台車の移動などを手動運転及び
近接にての作業を低減させる措置が必要と思われた。②クレーン旋回中の下部立入禁止
対策：当現場ﾊﾞｹｯﾄに警戒音（声）を促したが効果はあまりえられなかった。③ｸﾚｰﾝｵﾍﾟﾚｰﾀ
が目視できない範囲への供給方法など
・重労働や危険な作業からの開放を考えると何でも無人化（リモートコントロール化）してし
まうのが良いかも知れないが、コストの問題もあり危険や負担を少しでも減らす技術や工夫
を段階的に進めるべきと考えます。
　→法面保護工における転落防止。
　→重機と人の混在作業の回避。

・重機による施工を行いながら、品質に関するデータが取得できる技術。
・危険なエリアに人が入らなくてすむ技術。

・人を危険な場所に立ち入らせないため、施工管理の無人化技術。出来形を離れた場所か
ら遠隔操作で確認できる技術が必要。
・人を苦渋作業から解放するためのロボット技術。既に開発されたものがあり、煮詰めた上
で早く現場における実証実験にこぎつけて欲しい。

ダム工事の安全に寄与する建設技術のICT化アンケート集計（１/７）
会社名

所属部署

記入者名


Sheet1

		ダム工事の安全に寄与する建設技術のICT化アンケート集計（１/７） コウジアンゼンキヨケンセツギジュツカシュウケイ

		会社名 カイシャメイ				青木あすなろ建設㈱ アオキケンセツ		㈱大林組 オオバヤシクミ		㈱大本組 オオモトクミ

		所属部署 ショゾクブショ				農政斎宮池作業所、嘉瀬川ダム作業所、志津見ダム作業所、大阪本店土木見積部 サ		生産技術本部 ダム技術部 セイサンギジュツホンブギジュツブ		JV胆沢ダム作業所 イサワサギョウショ

		記入者名 キニュウシャメイ				福田　純也、吉田　光博、松木　健、餅田　庄一 フ		坂詰 俊介 サカヅメシュンスケ		日下　敏臣 クサカトシオミ

		001		ICT技術を採用した現場はあるか ギジュツサイヨウゲンバ		はい		はい		はい

		002		安全性に寄与している内容を具体的に記入 アンゼンセイキヨナイヨウグタイテキキニュウ		・法面変動自動観測を行っている。アンカー工施工箇所の荷重計・ひずみ計・傾斜計・雨量計・温度計のデータを電話回線で送信し、サーバー内ソフトにて解析を行っている。解析データはインターネット上にアップされ事務内で確認される。台風などの際に現場に行かずデータを見る事ができる。
・作業員によるヒューマンエラーの防止など
・ダム工事以外の例として以下に　「水無川4号砂防えん堤工事」について。
　1）GPSおよび3次元CADデータを利用した3次元マシンコントロールによる無人化施工。
　→無人化（管理室からの遠隔操作）に		・盛土の品質管理において、従来技術から新技術に計測方法が替わるか、従来技術の測定頻度が低減できれば、現場計測における人的作業が減少し、安全性が格段に向上する。
・GPS搭載ブルドーザーを導入することで、従来必要だった現場での人力作業（丁張設置）を省力化することで、人と重機の接触事故のリスクを回避できる。
・ダンプトラック運行管理システムに注意喚起システムを搭載している。ＧＰＳ機能を利用し、運行ルート上の注意ポイントに差し掛かると、音声で注意喚起するシステムである。		・雲仙普賢岳の噴火災害に起因した一連の工事であり、危険区域での工事の安全を確保するため無人工法を前提としている。
・重機土工に関する無人化技術は、ほぼ完成されており、現在は具体的な施工管理、品質管理の方面に技術開発の重点が置かれている。
・今回の質問に対して正しい回答になっていないが、工事の性質自体が”IT技術を活用した安全確保”の意味合いを持っている。

		003		ICT技術の導入検討を行っているか ギジュツドウニュウケントウオコナ

		004		現場の安全性向上を図るため、今後開発や改良すべき情報化施工や自動化、無人化技術についての自由意見 ゲンバアンゼンセイコウジョウハカコンゴカイハツカイリョウジョウホウカセコウジドウカムジンカギジュツジユウイケン		・トンネル・推進・シールドなどの地下作業において、GPSなどの位置観測システムを利用した方向管理システム及び、地上変動観測システム。特に推進など狭い空間での測量作業が軽減され、また予期せぬ地上変動を瞬時に計測し警報を発してくれる。
・当現場は、タワークレーンを使用してのコンクリート打設であった。その中で以下の点について、今後の改良すべき点を考えている。①クレーンの旋回範囲外での供給システム・・・減勢工に打設設備を仮設したが基本的に手動操作であった。そのため操作にあたる作業員が仮設備作業台でのコンクリートバ		・重機による施工を行いながら、品質に関するデータが取得できる技術。
・危険なエリアに人が入らなくてすむ技術。		・人を危険な場所に立ち入らせないため、施工管理の無人化技術。出来形を離れた場所から遠隔操作で確認できる技術が必要。
・人を苦渋作業から解放するためのロボット技術。既に開発されたものがあり、煮詰めた上で早く現場における実証実験にこぎつけて欲しい。

		005		上記技術を普及させるために克服すべき課題についての自由意見 ジョウキギジュツフキュウコクフクカダイジユウイケン		・地下の埋設物・地質に影響がない電波・電磁波・音波などの計測波の開発、及びその測定器の開発が必要。
・①仮設備を堤体と同様に自動化にする。②使用バケットに下部へのセンサー（レーザー）を取り付ける。警戒音は現状のまま。③バケットに衝突防止センサーを取り付ける。（車に取り付けられているようなもの）現状はカメラではあるが平面的な把握しかできないため。
・最新のロボット工学や情報通信技術を見ると、お金さえ掛ければ何でもできてしまうようにさえ思る。
・品質の確保と低コスト化は当然必要ですが、その上で、土木技術におい		・品質管理において、二重管理を止めること。
　→新技術を導入しても、従来技術（手法）による管理も求められると、現場は二重管理となり、新技術は普及しない。
・良い技術を普及させるためには、良い技術を導入した者にインセンティブを与える仕組み・制度が必要。		・資本・・・当然ではあるが、今の社会情勢では民間だけの力では無理。国が先頭に立ち、官民、民民間の連携を強化して開発を加速させる必要がある。
・同様の理由で、現行の無人化技術開発の元となったﾊﾟｲﾛｯﾄ工事の実施は大切。
・話はずれるが、ロボット技術は日本が得意とする分野であり、世界的な市場創出、開拓を進める大きなチャンスとなる。

		006		今後安全性を向上させるために考えられる項目（夢のような技術でも可） コンゴアンゼンセイコウジョウカンガコウモクユメギジュツカ		・重機関係の運転・操作方法の開発。たとえば、BHを動かす際に各関節を操作レバーで伸ばす・縮めるの操作をしているが、マニピュレーターのように手を動かす動作を機械が読み取り、また地盤の固さを手に伝えるような機械がほしい。操作ミスによる事故が減ると思う。
・　このアンケートの主旨からは少しずれるかもしれませんが、作業員の技能（一定の水準までの）取得のためのプログラムの充実が必要と感じます。現在も技能検定制度や技能講習、特別教育がありますが、技能取得のプロセスがばらばらで個人任せになっていると思います（有資格者に

		ダム工事の安全に寄与する建設技術のICT化アンケート集計（２/７） コウジアンゼンキヨケンセツギジュツカシュウケイ

		会社名 カイシャメイ				㈱奥村組 オクムラクミ		鹿島建設㈱ カジマケンセツ		㈱熊谷組 クマガイグミ

		所属部署 ショゾクブショ				東日本支社　土木技術部　技術１課 ヒガシニホンシシャドボクギジュツブギジュツカ		土木管理本部土木工務部ダムグループ ドボクカンリホンブドボクコウムブ		本社　土木事業本部　ダム技術部 ホンシャドボクジギョウホンブギジュツブ

		記入者名 キニュウシャメイ				新出　栄一 シンデエイイチ		岸田　誠司 キシダセイジ		高木　秀和 タカギヒデカズ

		001		ICT技術を採用した現場はあるか ギジュツサイヨウゲンバ		いいえ		はい		はい

		002		安全性に寄与している内容を具体的に記入 アンゼンセイキヨナイヨウグタイテキキニュウ				・重機の位置および高さをGPSを利用して把握することにより、丁張りの設置を省略することが可能となるため、狭隘部での重機との接触や急峻な施工箇所における転落等を防止することができている。
・また、胆沢ダムにおいてはICタグを利用することにより、重機作業半径内に人が入ってきたときに警報を自動的に鳴らし、重機オペおよび接近者に知らせ接触事故の防止に寄与している。		・GPSデータの活用により重機作業量の確認・作業個所の誘導で重機と人員の錯綜した作業を減じ、重機と作業員の接触事故を低減できる（徳山ダム）。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・ICタグ等のICT技術を活用することで、工事用車両の運行管理を人為ミス無く連続的に管理し安全性を高めることができる。・自動運転技術によりトランスファーカの単純・長時間運転を無人化し、人為ミスを防止できる（大山ダム）。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

		003		ICT技術の導入検討を行っているか ギジュツドウニュウケントウオコナ		いいえ

		004		現場の安全性向上を図るため、今後開発や改良すべき情報化施工や自動化、無人化技術についての自由意見 ゲンバアンゼンセイコウジョウハカコンゴカイハツカイリョウジョウホウカセコウジドウカムジンカギジュツジユウイケン		・RCDやCSGにおける撒き出し、締固め管理は現状のシステムで可能であるがインナーコンクリートの締固めについての自動化が必要と考える。		・重機の操作における無人化については、一般的な施工箇所においては、中途半端な無人化は重機と人との接触の危険性が逆に上がることも考えられる。一方で、法面崩壊の危険性のある箇所や特に急峻な箇所を施工する必要がある場合においては、無人化によるマシンコントロール技術が必要となる場合もあると思われる。
・また、GPS機能を有したものを作業員全員が身に付け各人の現在位置情報を常に把握することにより、重機作業範囲や立入禁止エリアの位置情報を設定することで、その範囲に入ったときに警告音等で知らせることができれば接触や危険		【意見】　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・今後労働力や熟練工が減少するために、機械化が進むことが多くなると考えられる。その中で、労働安全を向上させるためにICT化による作業量の軽減、ミスの事前回避を大いに活用すべきと考える。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　【今後望まれる技術】　　　　　　　　　　　　　　　

		005		上記技術を普及させるために克服すべき課題についての自由意見 ジョウキギジュツフキュウコクフクカダイジユウイケン		・締固めのコンクリート内の空洞を測定するセンサーなどが必要である。		・課題は精度とコストであると考える。
・コストはダムに限らず他工種においてもIT施工技術を利用可能とすることで普及し汎用な技術となっていけば、同時にコストも下がり相乗的に普及は進むと思われる。
そのためには、GPSの精度をもっと高めて、土工事だけでなく構造物施工にも適用できるようにする必要がある。
・また、新技術を現場施工に適用しようと考えても、そのための費用を施工者が負担する場合、適用に積極的になれないことが考えられる。
このとき費用を一部でも補助してくれる仕組み、制度等があれば積極的に新技術を採用でき		・接近等の状況を解析して判断する技術。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・システム・機器の小型化、簡素化。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・情報量・処理能力の向上、データ送信の確実性の向上と、データ送信時のミスを検知・通報するシステム。

		006		今後安全性を向上させるために考えられる項目（夢のような技術でも可） コンゴアンゼンセイコウジョウカンガコウモクユメギジュツカ		・型枠でもプレキャストでもよいが指示したところにセッティングできるクレーンなど		・打設や盛立における材料投入から敷き均し、転圧にいたるまでの完全な無人化施工
　（人は品質・出来形確認をするだけ）
・重機や車両が人に接近したときに自動的に減速、停止する機能
・高所部や斜路部等において、安全帯の使用等、安全の確保が確認できないと施工エリアに立ち入れないような管理システム

		ダム工事の安全に寄与する建設技術のICT化アンケート集計（３/７） コウジアンゼンキヨケンセツギジュツカシュウケイ

		会社名 カイシャメイ				㈱鴻池組 コウノイケクミ		佐藤工業㈱ サトウコウギョウ		清水建設㈱ シミズケンセツ

		所属部署 ショゾクブショ				東京本店土木技術部 トウキョウホンテンドボクギジュツブ				土木技術本部ダム統括部

		記入者名 キニュウシャメイ				藤井　誠 フジイマコト				森　日出夫

		001		ICT技術を採用した現場はあるか ギジュツサイヨウゲンバ		はい				はい

		002		安全性に寄与している内容を具体的に記入 アンゼンセイキヨナイヨウグタイテキキニュウ		・現場にWebカメラを2台配置することにより、事務所にてリアルタイムの施工状況を把握でき、不安全作業や危険有害要因を直ちに排除することができる。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・コンクリートバケット関係の無人化は、バケットと作業員との接近による危険有害要因を排除することができる。				・工事車両管理システム：資材運搬車の安全ルート選定、安全運行管理　　　　　　　　　　　　　　　　・フィルダム敷均し・転圧ＩＴシステム：測量員不要　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・盛土材運行管理システム：場内安全運行ルート選定、安全運行管理

		003		ICT技術の導入検討を行っているか ギジュツドウニュウケントウオコナ

		004		現場の安全性向上を図るため、今後開発や改良すべき情報化施工や自動化、無人化技術についての自由意見 ゲンバアンゼンセイコウジョウハカコンゴカイハツカイリョウジョウホウカセコウジドウカムジンカギジュツジユウイケン		・災害を減らすには、作業員個々の安全感覚の向上が重要な因子になる。現状の写真やイラストでの災害事例教育では安全感覚・意識の向上に限界がある。災害シュミレーションソフトを開発し、実体験として災害事例を学ぶことができれば、大きな効果が得られると考える。　				・画像処理品質判定技術　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・赤外線、Ｘ線等非接触品質判定技術　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・場内運行（材料採取車、コンクリート・盛立材運搬車等）無人運行技術

		005		上記技術を普及させるために克服すべき課題についての自由意見 ジョウキギジュツフキュウコクフクカダイジユウイケン						・技術開発に対するインセンティブ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
・新技術開発費に対する税制緩和、また国からの補助
・建設需要（縮小するマーケットでは投資しる意味がない）

		006		今後安全性を向上させるために考えられる項目（夢のような技術でも可） コンゴアンゼンセイコウジョウカンガコウモクユメギジュツカ		・作業員（人間）が危険要因に近づかない、危険要因になる場所で作業しない、危険要因が発生するような作業をしないことが、究極の安全性向上である。これらの為に今後も無人化、自動化技術を高め、装置を開発する必要がある。重要なことは、低コストな装置であり、開発者以外の者でも容易に使用できるものとすることである。				・材料採取～材料製造～コンクリート打設・盛立の無人化、自動化（工業製品の製造のような）　・施工ー品質管理の一体化技術（施工しながらリアルタイムで精度良く品質確認ができる）

		ダム工事の安全に寄与する建設技術のICT化アンケート集計（４/７） コウジアンゼンキヨケンセツギジュツカシュウケイ

		会社名 カイシャメイ				大成建設㈱ タイセイケンセツ		大豊建設㈱ ダイユタカケンセツ		（株）竹中土木 タケ

		所属部署 ショゾクブショ				札幌支店土木部夕張シューパロダム堤体建設作業所 サッポロシテンドボクブユウバリツツミタイケンセツサギョウショ		東北支店遠野ダム作業所 トウホクシテントオノサギョウショ		技術生産本部　技術・開発部 ギジュツセイサンホンブギジュツカイハツブ

		記入者名 キニュウシャメイ				黒羽　陽一郎 クロハヨウイチロウ		芝　正則 シバマサノリ		吉　田　澄　生 キチタキヨムショウ

		001		ICT技術を採用した現場はあるか ギジュツサイヨウゲンバ		はい		いいえ		はい

		002		安全性に寄与している内容を具体的に記入 アンゼンセイキヨナイヨウグタイテキキニュウ						・掘削時の動態観測による法面の安定性把握。　（GPSﾓﾆﾀﾘﾝｸﾞｼｽﾃﾑによる動態観測）　　　　　　　　・地すべり自動観測ｼｽﾃﾑによる、地山の挙動観測。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・局所気象情報の把握　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

		003		ICT技術の導入検討を行っているか ギジュツドウニュウケントウオコナ				いいえ

		004		現場の安全性向上を図るため、今後開発や改良すべき情報化施工や自動化、無人化技術についての自由意見 ゲンバアンゼンセイコウジョウハカコンゴカイハツカイリョウジョウホウカセコウジドウカムジンカギジュツジユウイケン				・現場の安全性向上のためには、以下の点でリスクの低減を図る技術が求められる。　　　　　　　①重機械と人との接触　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　②高所作業		・人力を要しないコンクリート締め固め技術　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・人力を要しないグリンカット技術　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・人力を要しない型枠スライド技術、PC型枠据付技術　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　         　　　　　

		005		上記技術を普及させるために克服すべき課題についての自由意見 ジョウキギジュツフキュウコクフクカダイジユウイケン				・コストおよび人的余裕		・発注機関によるコスト面の支援               　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　                    ・新技術・新工法採用に対する発注者によるハードルの排除                  　　　　　　　　　　　　　　　・社内のダム事業に関する将来展望から生ずる逆風

		006		今後安全性を向上させるために考えられる項目（夢のような技術でも可） コンゴアンゼンセイコウジョウカンガコウモクユメギジュツカ						・究極的な考え方は　「人力での現場作業を無くす」　であろう、ロボット化による全ての自動機械化施工が可能になれば格段の安全性向上となる。

		ダム工事の安全に寄与する建設技術のICT化アンケート集計（５/７） コウジアンゼンキヨケンセツギジュツカシュウケイ

		会社名 カイシャメイ				東急建設㈱ トウキュウケンセツ		戸田建設㈱ トダケンセツ		飛島建設㈱ トビシマケンセツ

		所属部署 ショゾクブショ						土木ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ調査営業部 ドボクチョウサエイギョウブ		土木事業本部土木技術部ダム技術グループ ドボクジギョウホンブドボクギジュツブギジュツ

		記入者名 キニュウシャメイ						水木秀雄 ミズキヒデオ		室野　宗祐 ムロノシュウスケ

		001		ICT技術を採用した現場はあるか ギジュツサイヨウゲンバ				はい		はい

		002		安全性に寄与している内容を具体的に記入 アンゼンセイキヨナイヨウグタイテキキニュウ						・骨材種別だけではなく、出荷時間、積込み重量を記録することができるため、安全運転、過積載防止の記録となる。

		003		ICT技術の導入検討を行っているか ギジュツドウニュウケントウオコナ

		004		現場の安全性向上を図るため、今後開発や改良すべき情報化施工や自動化、無人化技術についての自由意見 ゲンバアンゼンセイコウジョウハカコンゴカイハツカイリョウジョウホウカセコウジドウカムジンカギジュツジユウイケン				・機械への巻き込まれ防止を目的とした骨材生産の完全自動化

		005		上記技術を普及させるために克服すべき課題についての自由意見 ジョウキギジュツフキュウコクフクカダイジユウイケン				・機械の細部における作動状況の判断技術
　　（ニューラルネットワークを用いた技術？）

		006		今後安全性を向上させるために考えられる項目（夢のような技術でも可） コンゴアンゼンセイコウジョウカンガコウモクユメギジュツカ				・コンクリートの打設範囲に人が入らなくても良い完全自動化技術
・原石山における骨材の自動判定・採取システム

		ダム工事の安全に寄与する建設技術のICT化アンケート集計（６/７） コウジアンゼンキヨケンセツギジュツカシュウケイ

		会社名 カイシャメイ				西松建設㈱ ニシマツケンセツ		日本国土開発㈱ ニホンコクドカイハツ		㈱間組 ハザマクミ

		所属部署 ショゾクブショ				土木技術部技術課 ドボクギジュツブギジュツカ		土木統轄本部 ドボクトウカツホンブ		土木事業本部　技術第三部　ダムグループ

		記入者名 キニュウシャメイ				村田　智生 ムラタチセイ		山野　雅彦 ヤマノマサヒコ		藤田　司

		001		ICT技術を採用した現場はあるか ギジュツサイヨウゲンバ		はい		はい		はい

		002		安全性に寄与している内容を具体的に記入 アンゼンセイキヨナイヨウグタイテキキニュウ		【コンクリート運搬用ダンプトラック運行管理システム】
　システムにはガイダンス機能やハザードマップに基づいた音声による注意喚起を含んでおり、　交通安全防止に寄与している。
【原石山法面変状に対する自動変位計測】
　原石山全体に法面変状が広がっている現状に対して、トータルステーションによる自動計測システムを採用し、リアルタイムで観測データの把握を可能にした。自動計測による人災防止に大きく寄与している。
【GPSを活用した振動ローラによるCSG一般部の転圧管理システム】
　振動ローラのオペレータ室にあるモニタ		・固結度の低い地山を程度被りで掘削するもので、地表部には遺跡が分布している。その遺跡保存に際して不当沈下を防止するためと破砕帯部の局所的な崩落、降伏を防ぐ。地表面の変状を早期に把握して、変状の拡大前に対策を取ることができる。		【１．津軽ダム】
《切土法面挙動計測》　GPSによる変位観測と、孔内傾斜計等による計測結果をWeb上で一元管理した上で、安定性をリアルタイム計算できる切土法面監視は地山崩壊災害の防止に役立っている。
【２．長井ダム】
《セメント改良土盛立における転圧管理》　盛土工事における、転圧管理をＧＰＳを用いた走行軌跡による管理
《高度情報通信技術》「Ｕメット」は、映像・音声の伝送、GPS機能などがあるウェアラブルなコンピュータ、ハイテクヘルメットで、いまだ高価な機器ですが、重機と人との混在作業時の危険回避や、大深度

		003		ICT技術の導入検討を行っているか ギジュツドウニュウケントウオコナ

		004		現場の安全性向上を図るため、今後開発や改良すべき情報化施工や自動化、無人化技術についての自由意見 ゲンバアンゼンセイコウジョウハカコンゴカイハツカイリョウジョウホウカセコウジドウカムジンカギジュツジユウイケン		・法面動態・変状に対し、各種計器の自動計測→データ集積・処理を迅速に行う計測システム
・重機・クレーンとの接触に対し、接近を認知し自動停止させるシステム
・法面作業（整形、アンカー工、吹付工）の自動化・機械化
・通信技術を活用した現場作業関係者現位置把握による労務管理システム
・危険個所における機械遠隔操作技術
・堤体着岩部の清掃自動化ロボット
・打継面のモルタル・セメントペースト自動塗布機械		・打設に関しては、ケーブルクレーン、タワークレーンの完全自動化がまだではないかと思います。ケーブルクレーンで、座標による自動運転方式はありますが施工効率がかなり落ちる様だったと記憶しています。

		005		上記技術を普及させるために克服すべき課題についての自由意見 ジョウキギジュツフキュウコクフクカダイジユウイケン		・開発メーカーの開発意欲（不景気、市場の縮小の影響により慎重になっている）
・技術開発コストが回収できる積算基準
・新技術活用に対するインセンティブ付加（工事成績、技術提案における技術点）
・発注者、設計者の技術開発への協力・支援
・総合評価方式による入札方式に見直し
・設計段階からの積極的な新技術の採用		・工事現場での多種多様な機械は、熟練オペレータの的確な操作で的確に行ってきたが、その精度を自動化に盛り込んだ技術が確立できればよい。屋外での自然、気象条件を如何に克服するか、人間のファジー度を組み込まれるかが鍵であると思います。
また、かなりの投資が必要でメーカーが一体とならなければ無理のように感じます。		・発注者の技術に対する理解度の向上が必要である。コストをかけて取り入れても、業務の改善につながりにくい現状では、安全性の向上に直結しにくい。
・価格の低下が必要（普及すればコストは下がってくると考えられる）

		006		今後安全性を向上させるために考えられる項目（夢のような技術でも可） コンゴアンゼンセイコウジョウカンガコウモクユメギジュツカ		・事務所における遠隔操作による施工自動化（ロボット化）
・パソコン操作によるGPSを活用した自動測量
・人工衛星からの映像を活用した現場監視及び施工管理
・現場の降雨（降雪）を操作する気象操作技術		・夢ではないでしょうが、建設重機の電動化ができれば、大気環境に非常によい。

		ダム工事の安全に寄与する建設技術のICT化アンケート集計（７/７） コウジアンゼンキヨケンセツギジュツカシュウケイ

		会社名 カイシャメイ				㈱フジタ		前田建設工業㈱ マエダケンセツコウギョウ		三井住友建設㈱ ミツイスミトモケンセツ

		所属部署 ショゾクブショ				土木エンジニアリングセンター＿機械部		土木事業本部　土木部　機械グループ ドボクジギョウホンブドボクブキカイ		東北支店　土木部 トウホクシテンドボクブ

		記入者名 キニュウシャメイ				渋谷 光男		川本　伸司 カワモトシンジ		山口隆史 ヤマグチタカシ

		001		ICT技術を採用した現場はあるか ギジュツサイヨウゲンバ		はい		はい		はい

		002		安全性に寄与している内容を具体的に記入 アンゼンセイキヨナイヨウグタイテキキニュウ		・災害復興工事の際、立ち入り禁止地区内の、測量、施工に多用している。		【ＧＰＳによるブルドーザ敷均し管理技術】
　従来、丁張りにより敷均し厚をオペレータに指示していたが、ＧＰＳによりブルドーザの３次元座標をリアルタイムに計測することによりあらかじめ、設定してある敷均し設計値に対する差をオペレータに表示することにより丁張りを設置することなく敷均し作業を実施できる。このため丁張り設置作業が不要になり、稼働中の重機近傍での測量業務が減り、安全性が向上する。
【映像装置を併用した無人化土工システム】
　火山噴火や斜面崩壊など人間が立ち入ることができない危険エリアにおいて、固定カメラ		・気象・地震メールの自動配信により緊急時の対応を迅速に行う。

		003		ICT技術の導入検討を行っているか ギジュツドウニュウケントウオコナ

		004		現場の安全性向上を図るため、今後開発や改良すべき情報化施工や自動化、無人化技術についての自由意見 ゲンバアンゼンセイコウジョウハカコンゴカイハツカイリョウジョウホウカセコウジドウカムジンカギジュツジユウイケン		・GPSが使用できず、またトータルステーションで視準しにくい箇所（地下空間）等の位置認識技術の向上が待たれる。		・災害域や原石山などの掘削を行う場合、バックホウの有人搭乗操作では安全上問題が場合でも、遠隔操縦による遠隔操縦では少なくとも人的な被害を防ぐことが可能となる。
・大容量高速通信可能な手段（無線ＬＡＮや携帯通信など）を利用し崩壊の可能性のある斜面やトンネルなどで変形が懸念される部位において、高画素カメラによる監視や高精度の変位計測センサを用いての計測が可能となる。		・重機土工と人力施工の近接施工時と②盛立材料の運搬時における安全性の確保は、ロックフィルダムを施工するうえで大きな課題であります。具体案はいまのところ思いつかないのですが、上記、２点について、情報化施工技術や自動化、無人化技術を応用、発展させ安全性の向上につなげられないものでしょうか。

		005		上記技術を普及させるために克服すべき課題についての自由意見 ジョウキギジュツフキュウコクフクカダイジユウイケン		・遠隔施工または情報化施工用に使用する重機は、特殊仕様であり調達が難しい。重機の解体仕様の油圧サービスポートのように、遠隔操縦用サービスコネクタが設定されたレンタル機が増えると、普及が早くなると思われる。
・また、機器メンテナンス等も必要となるため、これらにも対処できるオペレータとして、車両系建設機械のの運転資格の上位に情報化施工建設機械の運転資格を設定することが望ましい。

		006		今後安全性を向上させるために考えられる項目（夢のような技術でも可） コンゴアンゼンセイコウジョウカンガコウモクユメギジュツカ		・自動化技術は、有人施工との混在で安全性がかえって悪化する場合が多い。
・安全のための無人ゾーンを完全に設定する発注方法が待たれる。		・作業域に人間が存在するため人的被害が発生する。作業を完全無人化すれば人的災害は発生しない。
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ダム工事総括管理技術者会 

【現場安全性向上を図るべき項目】
・クレーン作業、運行作業での運転自動化
・作業範囲内の作業員位置自動認識システム

警報（オペレータと作業員への）とリンクさせる
・品質管理データ自動取得、施工管理の無人化

画像処理技術、非接触品質判定技術

・内部コンクリートの締め固めの自動化、品質データ
の自動取得

・災害シュミレーションソフトによる安全教育
・危険箇所における機械遠隔操作技術

法面作業（整形清掃、アンカー、吹付け）の自動化

３．現状の課題



ダム工事総括管理技術者会 

【ICT技術を普及させる上での課題】

・現場の特殊性と技術の汎用性、共通性との折り合い

・導入時の資本（コスト負担）、制度面での補助

・品質管理の二重化

・技術導入者へのインセンティブ

・情報処理技術、データの信頼性、確実性の向上

・設計段階からの積極的な新技術の採用



ダム工事総括管理技術者会 

「ダム現場の安全」検討部会 
平成21年度で区切り

「ダム現場のICT化」検討部会

・ICT化の現状分析

・今後のあるべき姿

おわりに
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